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は
す
ま
つ
り
投
句
会 

入
選
句

第
26
回

　

９
月
22
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ー
ク
南
条
で
行
わ
れ
た
南
越
前
町
ふ
れ
あ
い
産
業
物
産
フ
ェ
ア

に
お
い
て
第
26
回
は
す
ま
つ
り
投
句
会
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
す
ま
つ
り
開
催
期
間
中（
６
月
30
日
か
ら
８
月
12
日
）、
花
は
す
公
園
内
に
投
句
箱
を
設

け
て「
花
は
す
」ま
た
は「
南
越
前
町
の
史
跡
・
名
勝
」を
兼
題
と
し
て
俳
句
を
募
集
し
た
結
果
、

県
内
外
か
ら
４
６
１
句
も
の
投
句
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
山
紫
門
先
生
ら
５
人
が
選
句
し
、

入
選
句
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

式し
き
だ
い台

の
玉た

ま

杢も
く
す
ず涼

し
船せ

ん
し
ゅ主

邸て
い 

村
田
　
浩
（
福
井
市
）

花
は
す
大
賞

南

越

前

町

長

賞

高た
か

ら
か
な
生い

の
ち命

の
賛さ

ん

歌か

大お
お

賀が

蓮は
す 

米
野
　
道
雄
（
鯖
　
波
）

南
越
前
町
議
会
議
長
賞

梅ば
い
に
く肉

の
老

し
に
せ

舗
に
残の

こ

る
袖そ

で

卯う

建だ
つ 

野
口
ゆ
き
子
（
越
前
市
）

福

井

新

聞

社

賞

蓮は
す
で
ん
ふ
う

田
風
父ち

ち

の
匂に

お

ひ
の
肩か

た

車ぐ
る
ま 

近
藤
　
小
鼠
（
上
平
吹
）

福

井

放

送

賞

わ
だ
つ
み
の
声こ

え

聴き

け
蓮は

す

の
実み

の
散ち

り
ぬ 

今
村
　
和
夫
（
脇
　
本
）

南
越
前
町
商
工
会
長
賞

蓮は
す

見み

橋ば
し

修し
ゅ

羅ら

め
き
鯉こ

い

の
餌え

を
強ね

だ請
る 

吉
田
　
富
鼓
（
越
前
市
）

（
一
社
）南
越
前
町
今
庄
観
光
協
会
長
賞

夏な
つ
く
さ草
の
杣そ

ま
や
ま山
城じ

ょ
う

址し

兵へ
い

眠ね
む

る 

田
中
　
廣
子
（
越
前
市
）

南
越
前
町
河
野
観
光
協
会
長
賞

大お
お
は
す蓮
田だ

南な
ん

朝ち
ょ
う

悲ひ

し史
を
蔵く

ら

す
里さ

と 

多
田
み
す
枝
（
越
前
市
）

南
越
前
町
文
化
協
議
会
長
賞

船ふ
ね
が
く額
の
誇ほ

こ

る
昔せ

き
じ
つ日
大お

お
ゆ
う夕
焼や 

為
永
香
月
枝
（
敦
賀
市
）

第
26
回 

は
す
ま
つ
り

　

は
す
ま
つ
り
の
期
間
中
、「
花
は
す
に
魅
せ
ら
れ
て
」を
テ
ー
マ
に
、
絵
手
紙
を
応
募

し
た
と
こ
ろ
、
６
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り

入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

花
は
す
絵
て
が
み
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

森　　 子 （上　野）

齋
藤
　
典
子 

（
福
井
市
）

林
　
慎
一
郎 

（
福
井
市
）

林
　
　
優
月 

（
富
山
市
）

最
優
秀
賞

優

秀

賞


